　

「あー！あのとき私の目の前でスーパーカブに跳ね飛ばされて裸踊りし

た長島さん？！」

　奈伊の返答は訳分からなかった。

「そ、そうです。あの長島です」

　流支万も訳分からなくなってしまったが、とにかく彼女に話を合わせ

ることにした。どうも国士武僧の呪文のかかり方がおかしいらしい。流

支万は首領の呪文の不確実さをのろったが、どうにもならなかった。

『魔法； 光の門と影の門の間を流れる不可逆的な川の流れの中にあって、

その回帰的な有限性の無限性に融合されていく時の泉より摘出された黄

金の斧。しいていえば、それは月。アムール』（by.アリオッチ）←おいおい

「お久しぶりですね。今日はどうしたんですか？」

　と奈伊が、流支万に聞いてきた。きかれて流支万は例のチケットを取

り出そうとして、その視線がそばにいた門幻菜乃と合ってしまった。

　菜乃は、奈伊が誰かお客さんと話をしているのに気付いて顔を振り上

げただけであったが、流支万と視線があうや、急にその動きを止めてお

互いを見つめ合いだした。

　しばらくお互いを見つめ合う二人である。

「アノ長島さん？」

　菜乃が流支万の名を聞いてきた。

「ええ。そうです。あの、長島です」

　予定外の菜乃との接触に驚きつつも、すぐさま流支万の思考は、新た

なる恋の始まりを予感させる別の恋愛モードへと移行しつつあった。

　シーン２、『驚きの再会』の始まりである。

　菜乃の瞳が何かを思い出したように次第に見開かれていき、それに合

わせて流支万の瞳も見開かれていく。

《かいっち！》

　タララン～♪

　突然、あのせつないテーマがせきを切って二人の間で流れだした。意

味もなくまた運命的なテーマソングが二人の間で盛り上がる。

　流支万の熱すぎる視線に見つめられて、菜乃の頬がぽおっと紅潮し、

瞳がうるうると潤みだした。流支万は頼んでもいないあの曲に、どこか

らかまたあの恋縫が飛び込んでくるのではないか心配しつつも、菜乃か

ら視線をそらす訳にもいかず、とにかく彼女を熱く見つめ続けた。

「君の瞳は百万ドルの価値がある。素敵だ...」

　そう言いながら、菜乃に歩み寄る流支万。

“まけたわ...”

　真摯な流支万の見つめ攻撃に根負けしたように視線をそらしてしまう

菜乃。だが次の瞬間には、急に目の色が変わり、

「はい。アノ＝ナガシマさん、1-2 百万買いっち」

といきなり買い注文を飛ばしだした。菜乃はひそかにここでヤミ商売を

していたのである。予想外の大口注文に、その声は心なしか上ずってし

まい、その語尾も変なものになってしまう菜乃である。

「あ、イヤヨ。1-2 百万買いっち」

　奈伊がすぐさま馬券売り場に電話連絡を飛ばす。彼女もなぜか語尾が

変である。

「俺も、1-2 一万買いっち」

「ワシも、1-2 五千買いっち！」

「オレは三千買いっち！」

　周りから、流支万の買い方に影響されたのか、同様の買い注文が次々

と殺到してきた。しかしどれも、みんな語尾が変である。

　流支万はそんな注文はしてないとあわてて奈伊を制止しようとしたが、

彼女は客から次々と飛び込んでくる買い注文に忙しく、流支万の制止が

耳に届かなかった。

《俺はハメられたのか？》

　流支万は呆然としたが、ここから逃げ出す訳にはいかなかった。馬券

に百万円もつぎ込む気はなかったが、菜乃と幼なじみになっていないと

いうのには少し問題があった。

　そこで流支万は、携帯を取り出して総本部へ連絡することにした。そ

れでまた彼は手に競馬新聞を握らされている自分に気付き、あわててそ

れを投げ捨てた。携帯に取り代えて電話する流支万である。

　しかしその耳にはまだ赤ペンがはさまっている……。

「あいやー。新戸町カサデラス地下13階を全て貸し切っているセクハラ

秘密結社ＭＪ－12の総本部アルよ」

　と、蒋参元が電話口で応対してきた。

「あ、流支万だが、菜乃が私と幼なじみという伏線がちゃんと設定され

てないぞ。首領に頼んで、ちゃんと設定させてくれ」

　流支万が蒋参元に向かって吠えた。二人の会話は、国士武僧が座る首

領席の電話にモニターされており、途中から国士武僧がその会話に割っ

て入った。

「もう無理だ。作者を買収しろ」

　国士武僧は無下に言い切った。１キャラクターでしかない流支万岩に

そんなことができるわけがない。

「そこをなんとか。なんとかして菜乃と幼なじみにさせてくれ。でない

と、うまく三角関係が演出できないんだ。ここで作戦を失敗させてもい

いのか？」

「国士武僧さま。もう一度呪文を唱えていただかないと、私の作戦が台

なしになってしまいます」

　と、杏子も国士武僧の助力を頼んだ。

「どうなってもしらんぞ」

　と国士武僧は杏子を脅し返した。

「そこをなんとか」

　と杏子はもう一度頼み込んだ。

「責任はお前が取れよ」

　それは杏子への捨てゼリフとなった。

―――突如、作者のパソコンがハッキングされた。

　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　∥　こくしむそうが あらわれた！　　　　　　　　　　　　　　 ∥

　∥　すうあんこが あらわれた！　　　　　　　　　　　　 　　　∥

　∥　モンスターは いきなりおそいかかってきた！　　　　　　　 ∥

　∥　すうあんこは こくしむそうをまもらねばならない…。　　　 ∥

　∥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　∥

　∥　こくしむそうは りんりいいんかい のじゅもんをとなえた。　∥

　∥　こくしむそうは りんりいいんにへんしんした！　　　　　　 ∥

　∥　さくしゃは でんげんをきった。　　　　　　　　　　　　　 ∥

　∥　とつぜんモニターがきえた！　　　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　∥

　∥　こくしむそうが　にげだした！　　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　すうあんこに１９１９ポイントのダメージ!!　　　　　　　　∥

　∥　せんとうがしゅうりょうした。　　　　　　　　　　▽　　　∥

　∥　パーティーは１３Ｇずつのしゃっきんと２０３ポイントずつ  ∥

  ∥　のけいけんちをかくとくした。                    ▽　　　∥

　∥　すうあんこはレベルアップした。　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　パクリが２つアップした！　　　　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　∥

　∥　ウソが９つアップした！　　　　　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　　∥

　∥　つみが１つアップした！　　　　　　　　　　　　　　　　　∥

　∥　バージョンが２．９．１になった！　            　▽　　　∥

　　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝▽＝＝＝

―――かくして登場キャラによる作者への挑戦は、作者が電源を切って

しまうという驚くべき機知によって未然に阻止されてしまい、それによっ

て流支万岩のトレンディ大作戦も失敗に終わることになってしまった。

　流支万は一人むなしく夢の島の波止場に立ち尽くすと、沈む夕日に目

を遣っている。。。

　髪を軽くかき上げ、手にしていたタバコの火を軽く吹かす。彼は奈伊

と行くはずだった荒川渓流下りのチケットを取り出すと、それをキザに

やぶって海に投げ捨てた。流支万はどんなときでも二枚目なのである。

「それくらいであきらめちゃったの？」

　不意に後ろから女性の声がした。

　振り返ると、そこには恋縫が立っている。

「あれくらいのことで、もう奈伊ちゃんのことあきらめちゃったの？」

　と素敵にエールを送ってみせる恋縫。彼女の瞳は夕日を浴びて、きら

きらと輝いてみえる。

「お前ほどしつこくないんだ」

　流支万は言い返した。

「私もアンタのフィアンセかなんかで出演しようと思ってたのに、これ

じゃ私の出番が全然ないじゃない」

　恋縫はそう言いながら、ステキに流支万を睨んでみせた。

「これくらいであきらめちゃうの？」

「今回の作戦は失敗だ。もうやめたほうがいい」

「ＭＪ－12に失敗は許されないのよ」

「うるさい！お前が変なＢＧＭ流すから話がおかしくなったんだよ！」

　怒る流支万である。

「――そう」

　その態度に恋縫の顔から笑みが消えていった。

「あなたの敗因を教えてあげるわ」

　恋縫も少し怒ったように言い捨てると、つかつかと流支万の方へ歩み

寄っていき、お別れの蹴りを流支万にお見舞いしてあげた。

「うわっ!!」

　防波堤の上で二枚目していた流支万は、そのまま恋縫の一撃で海へと

落ちていく。

「私の出番が少なすぎたからよ！」

　と言い捨てて、恋縫はせいせいとしてみせた。

　それが本当の敗因かどうか定かではないが、これで今回の作戦は終わ

りということはなく、これより恋縫がメインのトレンディ学園ドラマが

始まってしまうのである―――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

